
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
埼
玉

フ
ェ
ス
タ
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
来
る
10

月
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）

の
二
日
間
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ

は
、
学
生
、
同
窓
生
、
教
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
交
流
を

深
め
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

を
楽
し
い
学
び
の
場
に
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

本
年
は
放
送
大
学
創
立
30

周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
担
当
の
各
サ
ー
ク
ル

で
は
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

日
ご
ろ
の
成
果
の
発
表
や
、

会
員
以
外
の
方
々
に
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
各
サ
ー
ク
ル
か
ら

選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
も
、
会
場
の
設
営
や
運

営
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
来

校
い
た
だ
き
フ
ェ
ス
タ
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
の
主
な

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

第
1
日
目
の
12
日
（
土
）

9
階
第
1
講
義
室
で
は
、

10
時
か
ら
熟
年
会
の
公
開
勉

強
会
「
連
句
を
楽
し
も
う
」

が
、
12
時
30
分
か
ら
サ
ー
ク

ル
お
お
み
や
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞

会
「
ホ
フ
マ
ン
物
語
」
が
、

15
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
主
催
の

放
送
大
学
創
立
30
周
年
特
別

企
画
「
卒
業
生
・
在
学
生
に

よ
る
放
送
大
学
の
学
び
を
語

る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

8
階
講
堂
で
は
、
10
時
30

分
か
ら
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
に
よ
る
「
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
・
ル
ン
バ
、

ワ
ル
ツ
」
が
、
12
時
30
分
か

ら
は
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
に
よ
る

「
オ
カ
リ
ナ
演
奏
」
が
、
14

時
か
ら
未
来
の
会
の
「
民
話

の
お
話

山
椒
大
夫
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

第
2
日
目
の
13
日
（
日
）

第
1
講
義
室
で
は
、
午
前

10
時
30
分
か
ら
朗
読
の
会
こ

こ
ろ
の
「
朗
読
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

実
習
室
で
は
、
10
時
か
ら

熟
年
会
の
Ｐ
Ｃ
教
室
が
開
催

さ
れ
、
初
心
者
を
対
象
に

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
を
学

び
ま
す
。

講
堂
で
は
、
11
時
15
分
か

ら
健
康
体
操
研
究
会
の
「
経

絡
体
操
・
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
等
」

が
、
14
時
か
ら
放
送
大
学
創

立
30
周
年
記
念
特
別
企
画
の

公
開
講
演
会
「
登
山
の
科
学
、

ス
キ
ー
の
科
学
」
が
講
師
岡

部
学
長
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
終

了
し
た
後
、
午
後
4
時
か
ら

講
堂
で
フ
ェ
ス
タ
最
大
の
目

玉
イ
ベ
ン
ト
、
賛
助
券
協
力

者
に
よ
る
交
流
パ
ー
テ
ィ
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
学
長
、
学

生
、
同
窓
生
、
教
職
員
が
一

つ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
ド
リ

ン
ク
片
手
に
学
び
を
語
り
、

未
来
の
夢
を
語
り
合
う
パ
ー

テ
ィ
で
す
。
歌
好
き
の
方
に

は
今
年
も
プ
ロ
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
奏
者
清
水
信
治
氏
が
伴

奏
し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

す
。
俳
句
・
川
柳
大
会
入
選

者
の
表
彰
、
豪
華
（
？
）
賞

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
も
楽

し
み
で
す
。

二
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
第
2
講
義
室
で
は
各

サ
ー
ク
ル
の
団
体
活
動
の
展

示
や
未
来
の
会
の
絵
手
紙
教

室
、
第
3
講
義
室
で
は
各
団

体
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
第
4
・

第
5
講
義
室
に
お
い
て
は
、

学
生
、
同
窓
生
、
教
職
員
の

写
真
や
絵
画
、
工
芸
品
等
の

個
人
作
品
の
展
示
、
9
階
ロ

ビ
ー
の
茶
席
コ
ー
ナ
ー
で
抹

茶
と
和
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
、

茶
席
の
横
で
は
俳
句
・
川
柳

大
会
の
投
句
、
選
句
箱
が
置

か
れ
ま
す
。

二
日
間
、
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
に
集
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
、
ほ
か
の
学
生
や
同

窓
生
、
教
職
員
と
の
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
25

年
9
月
29

日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
8
Ｆ
講
堂

に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
第

1
学
期
の
卒
業
証
書
・
学
位

記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

卒
業
生
・
修
了
生
は
82
名
で
、

併
せ
て
生
涯
学
習
奨
励
賞
の

授
与
も
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

式
終
了
後
、
祝
賀
会
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
】

・
金
剛
賞

大
塚
正
信

笹
原
誠
二

・
金

賞

山
口
眞
知
子

菊
池
紀
夫

髙
宮
里
江

今
福
佐
喜
男

宮
本
義
昭

川
野
美
代
子

五
十
嵐
健
次
郎

・
銀

賞

榊
原
光
代

山
口
恵
子

髙
橋
三
夫

奈
良
原
忠

榊

由
美

・
銅

賞

朝
比
奈
啓
右

【
敬
称
略
】

平
成
25
年
度
第
2
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
10
月
5

日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
か

ら
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
8
Ｆ

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
終

了
後
に
は
、
例
年
通
り
学
習

相
談
、
各
サ
ー
ク
ル
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
学
期
の
出
願
者
は
、
全

国
で
２
４
，
３
４
３
名
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
918
名
で

し
た
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

は
10
月
17
日
（
木
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
「
軽
井
沢
の
歴

史
と
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

現
在
」
を
テ
ー
マ
に
軽
井
沢
・

旧
軽
井
沢
、
浅
間
山
と
埋
没

し
た
集
落
（
鎌
原
）
、
八
ツ

場
ダ
ム
広
報
セ
ン
タ
ー
等
を

見
学
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
事
務

室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
参
加
者
は
、
「
学
生
教

育
研
究
災
害
傷
害
保
険
」
へ

の
加
入
が
必
要
で
す
。
募
集

人
数
は
40
名
、
先
着
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

秩
父
地
域
は
２
０
１
１
年

に
全
国
で
11
番
目
の
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
観

光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
観
光
客

に
説
明
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を
、

10
月
26
日
・
27
日
の
2
日
間

開
講
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
事
務
室
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

第２８号 学 生 新 聞 平成２５年９月２２日1

放送大学
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編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区
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学
生
新
聞

み
ん
な
で
集
い
、
盛
り
上
げ
よ
う

フ
ェ
ス
タ
で
深
ま
る
交
流
を

第
７
回
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
学
園
祭

秩
父
ジ
オ
パ
ー
ク
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座

｢

防
災
野
田
」

笹
原
誠
二

こ
の
4
月
か
ら
、

「
防
災
と
安
全
・

安
心
な
街
づ
く
り
」

を

目

指

し

て

、

「
防
災
野
田
」
の

無
線
放
送
が
始
ま
っ
た
。

登
校
日
の
午
後
3
時
に
は
、

小
学
校
の
下
校
時
に
あ
わ
せ

て
「
地
域
の
皆
様
、
毎
日
見

守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
下

校
し
ま
す
。
私
た
ち
が
無
事

家
に
着
く
ま
で
、
見
守
り
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
は

き
は
き
と
し
た
児
童
の
放
送

が
入
る
。
午
後
6
時
に
は

「
夕
焼
け
、
小
焼
け
」
の
メ

ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
、
子
供
た

ち
の
帰
宅
を
促
す
。

こ
の
夏
に
は
、
市
の
水
道

課
か
ら
水
道
水
の
節
水
の
お

願
い
放
送
が
毎
日
の
よ
う
に

入
り
、
警
察
署
か
ら
は
、
老

齢
者
や
幼
児
の
行
方
不
明
や

迷
子
の
捜
査
協
力
の
お
願
い

が
そ
の
都
度
入
っ
て
く
る
。

先
日
は
6
歳
の
幼
児
と
82
歳

の
老
人
が
相
次
い
で
行
方
不

明
と
の
放
送
が
入
り
、
わ
ず

か
90
分
後
に
は
、
「
先
ほ
ど

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
○

○
さ
ん
は
無
事
保
護
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

の
放
送
が
入
り
、
ほ
っ
と
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
の
は
私
だ

け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ

の
放
送
が
始
ま
っ
て
以
来
、

行
方
不
明
者
や
迷
子
が
激
減

し
た
ら
し
い
。

今
日
も
午
後
4
時
頃
に
な

る
と
、
私
の
家
の
前
を
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
わ
い

わ
い
と
笑
い
声
を
上
げ
な
が

ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
地
域

住
民
の
係
わ
り
合
い
っ
て
こ

れ
な
ん
だ
な
と
し
み
じ
み
と

感
じ
る
と
と
も
に
、
午
後
3

時
の
放
送
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
毎
日
で
あ
る
。

学生手帳

探
訪
コ
ー
ナ
ー

北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

北
海
道
大
学
の
門
を
入
り

銀
杏
並
木
を
抜
け
た
突
き
当

り
を
右
折
し
て
少
し
行
く
と

木
々
の
間
に
工
学
部
の
建
物

が
見
え
て
く
る
。
更
に
し
ば

ら
く
行
く
と
左
手
に
放
送
大

学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
の

銀
色
に
光
る
文
字
が
目
に
入

る
。
北
海
道
大
学
は
と
に
か

く
広
い
。
木
々
達
も
ゆ
っ
た

り
と
下
の
方
か
ら
枝
を
伸
ば

し
、
大
ら
か
に
育
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
学
友
会
の
行
事

を
み
る
と
「
北
海
道
大
学
埋

蔵
文
化
財
調
査
室
見
学
」
や

「
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
」

な
ど
学
内
で
充
分
企
画
が
成

り
立
つ
ほ
ど
の
文
化
や
遺
跡

が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

は
、
ま
ず
８
月
31
日
に
学
習

セ
ン
タ
ー
・
学
友
会
・
同
窓

会
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
た
第
９
回
放
送
大
学
研
究

発
表
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
１
時
か
ら
前
北
海

道
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
富
田

房
男
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

会
「
生
活
に
役
立
つ
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
」
と
大
学
院
修

論
２
名
と
学
部
卒
論
１
名
の

研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

筑
和
正
格
セ
ン
タ
ー
所
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
大
講
義
室

を
埋
め
尽
く
し
た
聴
衆
と
共

に
富
田
先
生
の
お
話
に
聞
き

入
っ
た
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

な
ど
難
し
そ
う
な
印
象
だ
っ

た
が
、
生
物
学
の
基
本
か
ら

最
先
端
ま
で
の
幅
広
く
わ
か

り
や
す
い
お
話
に
引
き
込
ま

れ
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ

た
。
続
い
て
研
究
発
表
が
行

な
わ
れ
、
筑
和
先
生
、
富
田

先
生
、
客
員
の
先
生
方
か
ら

の
講
評
や
フ
ロ
ア
か
ら
の
質

問
な
ど
充
実
し
た
研
究
発
表

会
で
あ
っ
た
。

４
時
半
か
ら
は
研
究
発
表

会
に
参
加
さ
れ
た
先
生
、
学

生
、
同
窓
会
の
交
流
会
が
行

な
わ
れ
、
同
窓
会
の
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
事
例
発
表
や

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の

後
６
時
か
ら
は
場
所
を
移
し

て
懇
親
会
と
盛
り
沢
山
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、

最
後
ま
で
多
数
の
参
加
者
と

盛
り
上
が
り
、
有
意
義
な
一

日
を
過
し
た
。
翌
９
月
１
日

は
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
北
海

道
・
青
森
・
宮
城
・
秋
田
・

山
形
に
同
窓
会
連
合
会
が
加

わ
っ
て
、
同
窓
会
東
北
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
開

催
さ
れ
た
。

北
海
道
は
全
て
に
お
い
て

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
中
根

同
窓
会
長
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

の
源
を
見
た
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
し
て
い
つ
か
埼
玉
で
も
、

こ
の
よ
う
な
研
究
発
表
会
を

開
い
て
み
た
い
と
思
い
な
が

ら
帰
途
に
着
い
た
。

（
森
岡
）

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

学
生
研
修
旅
行

参
加
者
募
集
中

入
学
者
の
集
い

今

回

は

埼

玉

同

窓

会

の

監

事

で
、
フ
ェ

ス
タ
や
公
開
講
演
会
で
は
カ

メ
ラ
を
も
っ
て
記
録
係
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
「
学
習
の
鉄

人
」
と
も
言
わ
れ
る
田
口
和

美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ

放
送
大
学
に
入
学
さ
れ

た
き
っ
か
け
は
。

Ａ

平
成
11
年
4
月
に
入
学

し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
新

聞
記
事
に
放
送
大
学
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
学
割
を
目
当

て
に
入
学
し
ま
し
た
。

Ｑ
今
迄
に
卒
業
し
た
専
攻
は
。

Ａ
産
業
と
技
術
、
発
達
と
教

育
、
自
然
の
理
解
、
人
間
の

探
究
を
卒
業
し
た
後
、
平
成

22
年
に
武
蔵
野
美
術
大
学
に

入
学
し
、
今
年
卒
業
し
ま
し

た
。
武
蔵
美
の
在
学
中
も
、

放
送
大
学
に
も
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。
今
年
の
10
月
か
ら

は
、
社
会
と
経
済
コ
ー
ス
に

再
入
学
し
ま
す
。
ま
た
、
学

部
と
並
行
し
て
、
平
成
14
年

10
月
か
ら
は
、
修
士
科
目
生
・

修
士
選
科
生
と
し
て
も
学
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
に
放
送
大
学
で

修
得
し
た
単
位
は
。

Ａ
教
養
学
部
全
部
で
702
単
位
、

大
学
院
で
80
単
位
で
す
。
現

在
は
、
1
学
期
間
に
、
学
部

の
放
送
授
業
13
科
目
と
面
接

授
業
6
科
目
程
度
、
大
学
院

科
目
を
2
科
目
の
ペ
ー
ス
で

履
修
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
沢
山
の
科
目
を
一
度
に
学

習
す
る
コ
ツ
は
。

Ａ
ま
ず
、
自
分
の
得
意
分
野

の
科
目
を
ま
と
め
て
履
修
し

ま
す
。
ま
と
め
て
学
ぶ
こ
と

で
、
そ
の
分
野
を
網
羅
的
に

よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
並
行
し
て
、
自

分
に
と
っ
て
未
知
の
分
野
の

科
目
を
、
面
接
授
業
と
放
送

授
業
を
組
み
合
わ
せ
て
履
修

し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
分
野
へ
の
足
掛
か
り

が
で
き
ま
す
。
次
に
そ
の
分

野
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
学
習
法
で
は
学
習
心
理

学
や
記
憶
心
理
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
在
学
中
に
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ
や
は
り
、
面
接
授
業
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
北
は

青
森
の
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
、

西
は
京
都
や
福
井
ま
で
、
20
ヶ

所
の
学
習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ

ラ
イ
ト
に
行
き
ま
し
た
。

火
山
学
の
実
習
は
、
火
山
の

地
形
を
見
た
後
、
温
泉
に
入

り
な
が
ら
の
授
業
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
学
の

授
業
で
、
実
際
に
ワ
イ
ン
の

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た

り
、
工
作
機
械
を
使
用
し
た

も
の
づ
く
り
実
習
や
、
楽
器

を
演
奏
す
る
体
験
、
宿
坊
に

宿
泊
し
て
の
仏
教
の
授
業
な

ど
、
思
い
出
に
残
る
面
接
授

業
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
趣
味
は
お
酒
と
聞
き
ま
し

た
が
。

Ａ
一
部
未
完
成
で
す
が
、

「
日
本
の
お
酒
」
と
い
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

Ａ
川
越
の
研
究
を
さ
ら
に
深

め
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
責
・
若
松
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

田
口
和
美
さ
ん

写
真
は
、
昨
年
の
フ
ェ
ス
タ
茶
席



10
月
5
日
（
土
）

入
学
者
の
集
い
で
、
サ
ー
ク
ル

紹
介
と
会
員
募
集

11
月
7
日
（
木
）

①
東
京
芸
術
劇
場
「
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

②
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
見
学

池
袋
駅
西
口
東
京
芸
術
劇
場

１
Ｆ
ホ
ー
ル
に
11
時
45
分
集
合

10
月
26
日
（
土
）

・
勝
頼
文
書

10
時
～
12
時

・
信
長
文
書

13
時
～
15
時

8
Ｆ
講
堂

定
例
開
催

10
月
1
日
、
8
日
、
22
日
、
29

日

10
時
30
分
～
12
時

13
日

フ
ェ
ス
タ
11
時
集
合

経
絡
体
操
、
ダ
ン
ス
体
操
、
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス

11
月
16
日
（
土
）
10
時
～

短
歌
を
楽
し
む
会

定
例
勉
強
会
（
第
二
火
曜
）

10
月
8
日

富
士
山
麓
巡
り

10
月
15
日

タ
ブ
レ
ッ
ト

11
月
12
日

救
急
救
命
講
座

イ
ベ
ン
ト

10
月
24
日
（
木
）
百
草
園
・
サ

ン
ト
リ
ー
府
中
工
場
見
学

11
月
6
日
（
水
）
荒
川
知
水
資

料
館
見
学
・
巡
視
船
乗
船

PC
楽
習
会

毎
週
火
曜
日
（
除
く
第
2
火
曜
）

10
月
は
、
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
す
べ
て
（
火
）

10
月
26
日
（
土
）
両
国
散
歩

10
時
30
分
JR
両
国
駅
西
口
集
合

定
例
活
動
日
（
木
）

13
時
～
17
時

10
月
3
日
、
10
月
10
日
、

11
月
14
日
、
11
月
28
日

10
月
13
日
フ
ェ
ス
タ
参
加

第
１
講
義
室
に
て

第
２
回
朗
読
発
表
会

開
演

10
時
30
分
～
12
時

第
7
回
フ
ェ
ス
タ
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
参

加
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

次
号
は
11
月
中
旬
発
行
予

定
で
す
。
詩
歌
、
随
想
な
ど

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
若
松
）
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古
代
東
北
は
平
安
時
代

の
9
世
紀
ご
ろ
坂
上
田
村

麻
呂
が
蝦
夷
征
伐
に
兵
を

す
す
め
、
12
世
紀
に
な
る

と
絢
爛
豪
華
な
文
化
都
市

「
平
泉
」
が
藤
原
３
代
の

ほ
ぼ
100
年
存
在
し
て
い
た
。

２
０
１
１
年
6
月
「
平

泉
―
仏
国
土
（
浄
土
）
を

表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考

古
学
的
遺
跡
群
」
が
世
界

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

認
め
ら
れ
た
資
産
は
①
中

尊
寺
（
金
色
堂
、
金
色
堂

覆
堂
、
経
蔵
、
大
池
伽
藍

跡
）
、
②
毛
越
寺
（
庭
園
、

常
行
堂
）
③
観
自
在
王
院

跡
、
④
無
量
光
院
跡
、
金

鶏
山
の
5
資
産
で
あ
っ
た
。

平
泉
を
開
い
た
藤
原
清

衡
（
１
０
５
６
～
１
１
２

８
）
は
、
幼
少
期
の
｛
前

9
年
合
戦
｝
、
青
年
期
の

｛
後
3
年
合
戦
｝
で
父
と

妻
子
を
惨
殺
さ
れ
、
親
族

の
安
倍
氏
と
清
原
氏
が
滅

亡
し
、
戦
い
を
く
ぐ
り
抜

け
幸
い
に
も
生
き
残
っ
た
。

清
衡
は
寺
塔
40
余
り
の
大

建
物
群
か
ら
な
る
中
尊
寺

を
建
立
す
る
と
も
に
、
3

つ
の
こ
と
を
行
っ
た
。
即

ち
①
み
ち
の
く
を
一
つ
に

ま
と
め
る
、
②
特
産
品
を

独
占
し
京
の
都
に
貢
ぎ
従

属
的
親
密
な
関
係
を
強
化

し
た
、
③
金
の
も
た
ら
す

莫
大
な
富
が
初
代
藤
原
清

衡
建
立
の
中
尊
寺
、
2
代

藤
原
基
衡
建
立
の
毛
越
寺
、

3
代
藤
原
秀
衡
の
無
量
光

院
の
建
立
を
可
能
に
し
た
。

富
の
豪
華
さ
の
一
端
を
紹

介
す
る
と
2
代
基
衡
が
毛

越
寺
金
堂
本
尊
仏
作
成
を

奈
良
の
仏
師
に
依
頼
し
た

際
常
識
を
越
え
る
工
賃
を

支
払
っ
た
と
い
う
。
金
千

両
を
は
じ
め
鷲
の
羽
千
羽

分
・
海
豹
の
皮
60
余
枚
、

絹
千
疋
、
夫
婦
細
布
２
千

端
、
駿
馬
50
疋
、
白
布
３

千
端
、
信
夫
毛
地
摺
千
端
、

山
海
の
珍
味
、
３
年
の
彫

像
期
間
中
上
り
下
り
の
荷

送
り
人
夫
の
行
列
は
絶
え

間
な
く
続
い
た
と
言
う
。

完
成
す
る
と
特
別
手
当

と
し
て
生
美
絹
を
船
で
3

隻
送
っ
た
と
こ
ろ
、
仏
師

は
冗
談
に
「
練
絹
だ
と
も
っ

と
よ
か
っ
た
の
に
」
言
っ

た
と
使
者
か
ら
聴
い
た
基

衡
は
「
心
許
な
い
こ
と
を

し
た
」
と
ば
か
り
に
、
早

速
練
絹
を
３
隻
分
送
っ
た

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の

話
は
幾
分
割
引
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
豪
華
さ
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

中
尊
寺
金
色
堂
は
創
建

当
時
の
姿
を
止
め
て
い
る

唯
一
の
建
物
で
あ
る
。
源

頼
朝
は
１
１
８
５
年
壇
ノ

浦
に
平
氏
を
滅
ぼ
し
、
１

１
８
７
年
３
代
秀
衡
が
死

ぬ
と
、
１
１
８
９
年
平
泉

に
兵
を
進
め
、
平
泉
の
建

物
は
中
尊
寺
金
色
堂
を
除

き
焼
き
払
っ
た
。

中
尊
寺
金
色
堂
が
兵
火

か
ら
逃
れ
た
理
由
を
吾
妻

鏡
か
ら
引
用
す
る
。

【
文
治
5
年
（
１
１
８
９
）

９
月
10
日
、
奥
州
寒
山
中

尊
寺
の
経
蔵
別
当
で
あ
る

大
法
師
心
連
が
源
頼
朝
の

御
宿
所
に
参
上
し
、
嘆
き

訴
え
た
。
当
寺
の
経
蔵
を

は
じ
め
と
す
る
仏
閣
・
塔

婆
は
、
藤
原
清
衡
が
草
創

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

か
た
じ
け
な
く
も
鳥
羽
院

御
願
所
と
な
り
、
な
が
い

年
月
を
経
て
き
ま
し
た
。

寺
領
を
寄
付
さ
れ
、
ま
た

御
祈
祷
料
も
あ
て
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
経
蔵
に
は
金

銀
泥
行
交
じ
り
の
一
切
経

が
収
め
て
あ
り
、
霊
験
あ

ら
た
か
な
霊
場
で
す
。
し

た
が
っ
て
常
に
衰
微
し
な

い
よ
う
に
お
定
め
下
さ
い
。

―
後
略
―
】

【
経
蔵
領
で
あ
る
骨
寺
の

境
の
四
至
（
し
い
し

領

域
の
四
方
の
境
）
内
に
つ

い
て
所
役
免
除
の
文
書
を

下
さ
れ
た
。
】

五
味
文
彦
・
本
郷
和
人

『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
４

奥
州
合
戦
』
吉
川
弘
文
館

よ
り4

代
藤
原
泰
衡
は
、
兵

を
率
い
鎌
倉
方
の
防
戦
に

務
め
た
が
、
100
年
安
穏
と

暮
ら
し
て
い
た
平
泉
の
武

力
と
平
家
を
壇
ノ
浦
に
葬
っ

た
鎌
倉
方
の
武
力
は
、
横

綱
と
新
弟
子
ぐ
ら
い
力
の

差
が
あ
り
、
戦
い
ら
し
い

戦
い
も
で
き
ず
泰
衡
は
北

へ
逃
避
し
、
味
方
の
砦
へ

逃
げ
込
ん
だ
が
、
裏
切
に

あ
い
斬
首
さ
れ
た
。
こ
れ

で
1
世
紀
つ
づ
い
た
平
泉

は
幕
を
閉
じ
、
“
3
代
の

栄
耀
一
睡
の
中
に
し
て
”

と
奥
の
細
道
に
記
さ
れ
た

た
だ
の
草
原
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

◎

世
界
遺
産
の
表
題
、

［
仏
国
土
（
浄
土
）
］
の

浄
土
と
は
「
心
も
体
も
苦

し
み
も
悩
み
も
な
い
と
こ

ろ
」
つ
ま
り
理
想
郷
を
意

味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
英
文
で
は
、

「E
m
b
o
d
y

t
h
e

a
s
s
o
c

i
a
t
i
v
e

w
o
r
l
d

o
f

P
u
r
e

L
a
n
d

B
u
d
d
h
i
s
m

」
と
表

現
さ
れ
て
い
る
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

５
月
14
日
マ
デ
ィ
ソ
ン
、
快

晴
。
南
北
戦
争
の
戦
火
を
逃
れ

た
こ
の
町
は
、
中
心
に
裁
判
所

と
そ
の
広
場
が
置
か
れ
、
戦
前

の
南
部
の
町
の
形
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
。
町
中
を
散
策

し
て
い
る
と
何
軒
も
の
家
屋
や

教
会
が
並
び
、
さ
な
が
ら
映
画

の
セ
ッ
ト
の
よ
う
だ
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ホ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、

贈
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
の
真
偽
を
確

か
め
た
傷
が
あ
り
、
な
ん
と
も

生
々
し
い
。
い
つ
の
世
も
、
女

性
は
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
た
。

５
月
15
日
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ

ス
テ
ィ
ン
、
快
晴
。
合
衆
国
最

古
の
町
を
訪
ね
る
。
フ
ロ
リ
ダ

東
岸
の
こ
の
町
の
歴
史
は
、
独

立
宣
言
よ
り
200
年
以
上
も
前
に

始
ま
る
。
17
世
紀
末
に
完
成
し

た
合
衆
国
最
古
の
砦
、
サ
ン
・

マ
ル
コ
ス
や
最
古
の
家
、
最
古

の
学
校
な
ど
、
合
衆
国
の
『
ｏ

ｌ
ｄ
ｅ
ｓ

ｔ
』
を
独

占
す
る
。

ま
た
、
町

の
一
角
に

は
、
18
世

紀
の
町
並

み
も
再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
、
フ

ラ
グ
ラ
ー
大
学
や
博
物
館
の
建

物
は
、
19
世
紀
に
、
も
と
も
と

ホ
テ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

現
在
は
、
海
岸
に
面
し
た
道
路

沿
い
に
、
小
さ
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
並
ぶ
観
光
地
だ
。
こ
れ

ら
の
建
物
は
、
植
民
地
時
代
か

ら
南
北
戦
争
を
経
て
、
リ
ゾ
ー

ト
地
、
観
光
地
へ
と
変
貌
し
て

い
っ
た
こ
の
町
の
歴
史
を
教
え

て
く
れ
る
。

つ
い
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ

で
、
海
を
眺
め
、
朝
食
の
コ
ー

ヒ
ー
を
す
す
り
、
そ
し
て
、
海

に
落
ち
て
い
く
夕
日
と
と
も
に

一
日
を
終
え
る
、
そ
ん
な
夢
を

み
る
。
午
後
は
フ
ロ
リ
ダ
半
島

を
南
下
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ス
ペ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
。
こ

こ
は
自
然
保
護
区
の
中
に
あ
り
、

さ
っ
そ
く
、
野
生
の
ア
リ
ゲ
ー

タ
ー
と
マ
ナ
テ
ィ
に
遭
遇
す
る
。

自
然
と
科
学
の
同
居
が
、
ア
メ

リ
カ
ら
し
い
。
見
学
し
な
が
ら
、

子
供
の
こ
ろ
見
た
、
月
面
着
陸

の
Ｔ
Ｖ
中
継
を
思
い
出
す
。
あ

の
時
の
小
さ
な
一
歩
は
、
確
実

に
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
。
フ

ロ
リ
ダ
半
島
に
は
、
合
衆
国
の

過
去
と
未
来
が
共
存
し
て
い
る
。

５
月
16
日
サ
ン
シ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
、
快
晴
。
フ
ロ
リ
ダ
半

島
南
西
部
に
あ
る
、
リ
タ
イ
ア

メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪

問
す
る
。

住
民
達
は
、
ゴ
ル
フ
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
、
水
泳
、
木
工
細
工
、

手
芸
等
、
様
々
な
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
し
、
と
て
も
活
き
活
き

と
し
て
い
る
。

こ
こ
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

居
住
者
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、

住
民
は
、
安
い
管
理
料
で
そ
れ

ら
を
利
用
で
き
る
。
生
活
面
で

も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
救
急
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
生
活
補
助
な
ど

も
行
っ
て
い
て
、
さ
す
が
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
大
国
だ
、
と
感
心

す
る
。
こ
こ
の
生
活
を
み
る
限

り
、
合
衆
国
の
老
後
は
羨
ま
し

い
。５

月
17
日
オ
ー
ラ
ン
ド
、
早

朝
。
星
空
な
の
で
、
た
ぶ
ん
晴

れ
。
す
べ
て
の
授
業
を
無
事
終

了
し
、
帰
国
の
途
に
着
く
。
紙

面
を
借
り
て
、
こ
の
授
業
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々

と
晴
天
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

「
ア
メ
リ
カ
南
部
巡
検
」

随
行
記

そ
の
二

勝
山

佳
子

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

教
務
係
）

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

ゴミ減量（３）
N 生

1 ゴミ最終処分量の減量について

ゴミの減量は汚染者支払原則から

しても、当事者は企業と市民だろう。

市民の意識改革が必要であるが、現

状でも資源循環により最終処分量を

大幅に減らすことに注目した。焼却

後の灰をセメントの原料にするのだ。

2 埼玉県のゴミ処分

埼玉県平成24年度環境白書による

と、22年度の一般廃棄物は24１万9

千㌧で、前年度比は4万8千㌧減少。

最終処分量は県民一人当たり一日で

55gとなる。産業廃棄物も22年度は1

202万９千㌧で、前年度比は575万1

千㌧減少。最終処分率は全国平均と

同じ1.6％だが、最終処分の多くを

県外に依存している。一般廃棄物に

ついて「最終処分量の削減のため、

ゴミを出さないライフスタイルの定

着を図る必要がある」と指摘。また、

環境基本法にある循環型社会の形成

に向けての排出者に対する啓発とし

て「環境負荷の低減に寄与する産業

の集積など、環境と経済の両立を図

るための措置が必要」と指摘してい

る。

家庭ゴミのうち、一般廃棄物は市

町村が処理する。可燃ゴミ・不燃ゴ

ミの分別が一般的で、粗大ゴミ・資

源ゴミ・有害危険ゴミなどに分ける

が、いずれも市町村が処理を行って

いる。可燃ゴミの焼却は衛生面と同

時に、埋立処分場の延命にも有効だ。

狭い日本に適した処理方法で、埼玉

県における可燃ゴミの焼却は20年度

76％、全国平均74％と同等である。

廃プラスチックの処分方法では、

焼却する・しないなどの差があるた

めに、処分割合は60～90％の開きが

ある。都市ゴミの焼却残さには焼却

灰とばいじんの2種があり、焼却残

さを1300℃溶融処理し、ガラス質の

スラグ化にして減量する方法もある。

22年度の焼却灰、飛灰、溶融スラグ

全量は23万7876㌧に上る。これらは

県内寄居町の最終処分場と県外の最

終処分場へ運ばれる。

3 ゼロエミッションの実現

太平洋セメントは埋立処分してい

た廃タイヤ、プラスチックをセメン

トの原料として利用し、県内の6割

を受け入れている。焼却残さから金

属を取り除き、ばいじんに含まれて

いる塩素を灰水洗設備で除去する。

キルン回転釜により1500℃で焼成す

る過程でダイオキシン発生を抑えて

セメントになる。太平洋セメントが

処理している埼玉県の年間排出量の

25％は県外へ運び出す量の半分に相

当し、二次廃棄物が一切出ない。最

終処分場の増設確保は、建設地の地

元市民からの反対で差止訴訟が生じ

ることも考えられ、問題がある。一

方、ゼロエミッションの実現は、持

続可能な発展としての考えからも、

最終処分埋立場の積極的延命にも有

効なのである。 （完）
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